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正
し
く
恐
れ
、
万
全
を
期
し
、
自
ら
身
を

守
る
こ
と
以
外
に
求
め
る
道
は
な
い
。
ウ

イ
ズ

・
コ
ロ
ナ
の
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
向
上
と
今
後
の
治
療
薬
の
開
発
が
待
た

れ
る
。

●
貴
重
な
レ
ガ
シ
ー
を
後
世
に

創
立
７０
周
年
の
記
念
式
典
計
画
は
、
令

和
３
年
８
月
に
起
案
さ
れ
、
以
来
、
１
年

が
経
過
し
た
。
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
張
る
記

念
式
典
委
員
会
、
記
念
誌
作
成
委
員
会
、

記
念
特
別
事
業
委
員
会
の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ

す
動
き
に
熱
い
視
線
が
集
ま
る
。
ま
も
な

く
、
６０
周
年
を
凌
駕
す
る
具
体
的
な
式
典

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
全
会
員
に
明
ら
か
に
な

る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
再
び
誓
う
。
「
組
織

の
意
思
を
未
来
に
繋
げ
、
皆
で
祝
う
７０
周

年
」
を
合
言
葉
に
、
趣
旨
、
内
容
、
説
明

を
積
み
上
げ
、
心
を

一
つ
に
し
て
苦
節
１０

年
の
レ
ガ
シ
ー

（歴
史
的
遺
産
）
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
。
関
係
諸
団
体
や
会
員
か

ら
の
応
援
を
待
つ
新
た
な
協
賛
金
募
集
計

画
も
整

っ
た
。
淀
み
な
く
時
が
流
れ
、
穏

や
か
に
冬
が
過
ぎ
て
、
晴
れ
て
花
咲
き
、

躍
動
す
る
令
和
５
年
５
月
の
式
典
の
日
を

迎
え
た
い
。

●
定
例
化
し
た
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議

コ
ロ
ナ
禍
で
組
織
を
動
か
す
こ
と
に
腐

心
し
て
い
る
。
こ
の
２
年
間
、
本
部
は
実

証
実
験
を
重
ね
、
ま
ず
機
能
す
る
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
会
議
を
定
例
化
さ
せ
た
。
今
で
は
役
員

が
何
時
で
も
在
宅
で
種
々
の
Ｚ
ｏ
Ｏ
ｍ
会

議
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
安
心

。
安
全
に
会
務
が
出
来

る
、
通
勤
や
移
動
時
間
が
有
効
活
用
で
き
、

大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
等
だ
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
意
思
の
疎
通
が
困
難
で
、

内
容
が
把
握
し
に
く
い
を
主
に
挙
げ
る
。

さ
て
、
本
部
業
務
の
安
定
化
は
、
組
織
の

安
定
化
だ
。
対
面
会
議

へ
の
全
面
解
除
ま

で
に
は
、
ほ
ど
遠
い
が
、
さ
ら
な
る
会
務

の
創
意
工
夫
を
図

っ
て
い
く
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
は
変
わ

っ
て
も
、
会
議
は
組
織
を

思
い
、
熱
く
語
り
、
実
り
多

い
、
楽
し
い

も
の
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
。

●
見
過
こ
せ
な
い
難
題
だ
が

こ
の
と
こ
ろ
、
矢
継
ぎ
早
に
気
に
な
る

教
育
課
題
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
新
間
の

見
出
し
は
、
深
刻
化
す
る
教
員
不
足
、
無

計
画
な
採
用
抑
制
、
教
育
財
政
基
盤
の
脆

弱
化
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
、
デ
ー

タ
化
す
る
新
教
員
研
修
制
度
、
部
活
動
の

地
域
移
行
化
、
等
々
を
煽
情
的
に
伝
え
る
。

い
ず
れ
も
見
過
ご
せ
な
い
現
実
で
難
題
だ
。

あ
る
識
者
は
言
う
。
「
教
師
は
、
教
育
界

の
内
部
か
ら
の
み
学
ぶ
割
合
が
極
端
に
高

す
ぎ
る
。
今
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

常
識
を
疑
い
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
ジ
ャ

ン
ル
を
学
ぶ
中
で
、
改
め
て
教
育
を
俯
睡

的
に
見
る
力
が
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
。
ず
ば
り
の
指
摘
か
。
さ
て
、
俯

隊
的
と
は
、
こ
れ
ら
の
難
題
を
深
堀
す
る

総
合
的
な
人
間
力
か
も
し
れ
な
い
。
庭
に
、

〈情
熱
〉
〈魂
の
花
〉
を
花
言
葉
と
す
る

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
咲
い
て
い
る
。

-1-

ぼ 目饉腱目

磯 臨

●
機
を
見
て
敏
な
る
決
断

コ
ロ
ナ
と
の
戦

い
が
依
然
と
し
て
続

く
。
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
派

生
型

（Ｂ
Ａ

・
５
）
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な

っ

た
途
端
、
国
内
感
染
者
が
２２
万
人
を
超
え

た
。
世
界
の
累
計
感
染
者
数
は
、
６
億
人

に
迫

っ
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
第
７
波
に
本
部

は
即
座
に
対
処
。
会
員
の
安
全
を
第

一
に

７
月
２２
日
付
で

「第
四
次
緊
急
連
絡
」
を

発
出
し
た
。
心
痛
む
が
予
定
し
た
７
月
２７

日
の
式
典
実
行
委
員
会
と
第

一
回
支
部
長

会
を
延
期
し
た
。
大
袈
裟
だ
が
常
在
戦
場

だ
。
本
部
は
、
常
に
機
を
見
て
敏
な
る
決

断
を
迫
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
脅
威
を

様
々
な
角
度
か
ら

丈
夫
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令
和
四
年
度
　
園

・
学
校
現
場
の
声

八
月
開
催
予
定
の
五
団
体
と

の
教
育
懇
談
会
が
、

コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
の
た
め
に
今
年
度
も

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
会
長
の
皆
様
に
は
、

現
場
の
声
を
心
待
ち
に
す
る
本

会
の
会
員
諸
氏
の
期
待
に
応
え

て
い
た
だ
き
、
懇
談
会
に
代
わ

る

「
園

・
学
校
現
場

の
声
」
を

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
幼
稚
園

。
こ
ど
も
園

地
域
の
幼
児
教
育
の
中
核
と
し
て

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園

。
こ
ど
も

園
長
会

会
長
　
高
橋
由
美
子

「
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育

の
架

け
橋
特
別
委
員
会
」
で
は
、
施
設
類

型
を
問
わ
ず
、
幼
児
教
育
の
質
的
向

上
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続

の
重
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
「幼
児
教
育
は
、
小
学
校
教
育

の
前
倒
し
で
は
な
い
こ
と
」
や
、
「遊

び
を
通
し
た
学
び
の
大
切
さ
」
が
明

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
こ

れ
ま
で
国
公
立
幼
稚
園

。
こ
ど
も
園

が
大
事
に
し
て
き
た
教
育
内
容
で
す
。

し
か
し
公
立
園
で
は
、
現
在
、
園

児
数
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

の

一
方
で
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
幼
児
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
園
児
数

の
減
少
に
伴

う
学
級
減
に
よ
り
、
新
規
の
教
員
を

採
用
し
な
い
区
市
が
増
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
す
が
、

公
教
育
と
し
て
、
地
域
の
全
て
の
子

ど
も
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

た
め
に
今
後
も
研
鑽
を
積
み
、
地
域

に
お
け
る
幼
保
小
連
携
の
中
核
的
な

役
割
を
担

い
な
が
ら
、
質
の
高

い
幼

児
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
小
学
校

教
職
が
魅
力
あ
る
仕
事
で
あ
り
続
け

る
た
め
に

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

会
長
　
大
字
　
弘

一
郎

教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
教

員
を
目
指
す
き

っ
か
け
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
最
も
多
か

っ
た
回
答
は
、
「
子

供

の
頃
に
出
会

っ
た
教
員

に
憧
れ

た
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
教
職
の

魅
力
に

つ
い
て
聞
く
と
、
「
子
供

の

成
長
に
間
近
で
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
る
」
、
「授
業
や
ク
ラ
ス
経
営
な
ど
、

ル
ー
ル
は
あ
り
な
が
ら
も
ア
レ
ン
ジ

が
効
く
」
と

い
う
回
答
が
上
位
を
占

め
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
知
年
以
上
前
に
私
が

教
職
を
目
指
し
た
思
い
と
同
じ
で
し

た
。
「子
供
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
、
学
校
と
い
う
場
で
思
い
切
り
や

り
た
い
」、
「あ
の
時
に
憧
れ
た
先
生
を

い
つ
か
越
え
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い

が
、
教
職
を
目
指
し
、
教
職
を
今
ま
で

続
け
て
き
た
原
動
力
で
す
。

日
々
子
供
た
ち
の
前
に
立
ち
、
そ

の
成
長
に
か
か
わ
る
先
生
の
姿
が
魅

力
的
で
な
け
れ
ば
、
先
生
を
目
指
そ

う
と
す
る
次
の
世
代
が
育

つ
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
原
点
に
返

っ
て
、
学

校
経
営
を
見

つ
め
直
そ
う
と
思

っ
て

い
ま
す
。

■
中
学
校

中
学
校
教
育
の
課
題

東
京
都
中
学
校
長
会
会
長
　
山
口
　
茂

１
　
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
と
教
育
活
動

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

か
ら
３
年
。
中
学

校
で
は
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら

教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
。
７
月
か

ら
始
ま

っ
た
第
７
波
の
影
響
は
大
き

い
が
、
行
動
制
限
の
な

い
中
、
校
長

の
的
確
な
判
断
と
決
断
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
に
あ

っ
て
も
正
し
く
恐

れ
な
が
ら
、
「
質

の
高

い
中
学
校
教

育
」
を
継
続
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

２
　
新
た
な
課
題

へ
の
対
応

都
立
高
校
入
試

へ
の

「
英
語

ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
」
導
入
、
「
学

校
部
活
動

の
地
域
移
行
」

の
実
施

等
々
、
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
部
活
動

の

地
域
移
行
は
、
今
後
３
年
間
を
か
け

　

一

て
土

。
日
の
活
動
を
地
域
に
移
行
し

　

一

て
い
く
。
中
学
校
に
と

っ
て
は
、
大

き
な
改
革
で
あ
る
。
学
校
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
う
し
た
課
題
に
つ

い
て
、
校
長
は
、
関
係
諸
機
関
と
し

っ

か
り
と
連
携
し
、
生
徒
に
と

っ
て
最

善
の
学
校
経
営
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

■
高
等
学
校

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

会
長
　
梅
原
　
章
司

令
和
四
年
度
に
入

っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
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学
校
経
営
を
進
め
る
状
況
が
続

い
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
は
関
係
な
く
、
今
年
度
の

都
立
高
等
学
校
は
大
き
な
変
化
の
年

と
も
な

っ
て
い
ま
す
。
新
学
習
指
導

要
領
の
段
階
的
実
施
、
観
点
別
学
習

状
況
の
評
価
導
入
、
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ

シ

ョ
ン
に
基
づ
く

ス
ク
ー
ル
ポ
リ

シ
ー
の
策
定
実
施
、　
一
人
１
台
端
末

の
導
入
、
成
人
年
齢
十
八
歳
に
伴
う

対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
業
務
改
善
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
、
大
学
入
試
改
革

へ
の

対
応
、
入
選
男
女
別
定
員
制
緩
和

ヘ

の
対
応
な
ど
引
き
続
き
解
決
が
迫
ら

れ
て
い
る
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て
も
、

コ
ロ

ナ
禍
の
前
に
戻
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
と
も
に
学
校
運
営
を
進
め

て
き
た
二
年
間
を
前
向
き
に
捉
え
、

こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
何
か
を
考
え
て
未
来
志
向

の
学
校
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。

■
特
別
支
援
学
校

共
生
社
会
を
目
指
し
て

東
京
都
立
特
別
支
援
学
校
長
会

会
長
　
丹
野
　
哲
也

東
京
都
退
職
校
長
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
、
都
の
特
別
支
援

教
育

の
推
進
に
御
理
解
と
御
支
援
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
都
で
は
本
年
二
月
に
東
京

都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

（第
二

期
）
第
二
次
実
施
計
画
を
策
定

・
公

表
し
ま
し
た
。
同
計
画
で
は
、
共
生

社
会
の
形
成
に
向
け
た
全
て
の
学
び

の
場
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充

実
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が

共
に
交
流
し
、
支
え
合
う
こ
と
の
で

き
る
社
会
に
向
け
、
特
別
支
援
学
校

で
学
ぶ
子
供
た
ち
の
様
々
な
交
流
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

例
え
ば
、
先
に
開
催
さ
れ
た
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
東
京
大
会
で

は
、
多
く
の
部
門
で
全
国
の
高
等
学

校
の
生
徒
と
共
に
、
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
活
躍
し
、
そ
の
姿
を
全
国

に
発
信
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
共
生
社
会
を
目
指
す
東

京
の
姿
を
具
現
化
で
き
る
よ
う
に
、

都
立
特
別
支
援
学
校
五
人
校
が

一
九

と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
貴
会
会
員
の
皆
様
の
、

御
支
援
と
御
教
示
を
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

米

私
は
現
在
、
再
任
用
三
年
目
で
拝

島
高
校
に
校
長
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。
自
分
自
身
は
ま
だ
ま
だ
現
役

の
つ
も
り
で
、
退
職
校
長
会
は
再
任

用
が
終
わ

っ
て
か
ら
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
西
多
摩
支
部
か
ら
お

誘

い
い
た
だ
き
、
父
も
お
世
話

に

な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
入
会
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
教
育
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と

い
う
大
き
な
変
化
の
う
ね
り
の
中
で

日
々
、

い
か
に
生
徒
に
還
元
で
き
る

か
、
学
力
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

５
年
度
か
ら
定
年
引
上
げ
に
伴

っ
て

６０
歳
で
の
役
職
定
年
も
実
施
さ
れ
ま

す
。
大
き
く
変
わ
る
教
育
現
場
で
、

も
う
少
し
生
徒
の
た
め
に
頑
張

っ
て

み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新

入

会

員

の

声

令和 4年度 『第 2回会員研修会』のご案内   東京都退職校長会 生涯学習部
令和 4年度第 2回 『会員研修会』を下記の要項で実施いたします。こ参加をお待ちしています。

○ 日 時  令和 4年 11月 18日 (金)13時 30分 ～16時 00分
○会 場  日本退公連・鈴木共同ビル 3階 文京区湯島 4-12-3 千代田線湯島駅 徒歩 6分
○ 材料費としてお一人 300円ずつ当日集めさせていただき
ます。

○ 参加希望締め切り|よ 9月 30日 (金 )で、もうすでに過ぎて
いますが、新しくこ希望される方は、至急 生涯学習部長
齊藤 徳蔵 までお電話ください。 ■L047-370-2635
0持ち物  手を拭くガーゼ八ンカチをこ用意ください。

他の材料、用具は講師の先生がこ用意してくだ

さいます。

※コロナ禍の影響で、変更になることもあります。こ了承ください。

「生き生き人生をめざして」
～ちぎり絵を楽しもう～

趣旨 ちぎり絵つくりを行うことによつ
て、心身の健康保持と増進、豊か

な趣味づくりに寄与し、豊かな人

生を歩む糧とする。

|1 副支部長 米本
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葛
飾
区
退
職
校
長
会
６０
周
年

葛
飾
支
部
長
　
沼
田
　
八
郎

支
部
だ
よ
り

葛
飾
区
退
職
校
長
会
は
本
年
度
創

立
６０
周
年
を
む
か
え
、
三
つ
の
事
業

を
計
画
し
ま
し
た
。

①
会
旗
の
制
定
②
記
念
誌
の
発
行

③
記
念
祝
賀
会
の
開
催

①

「会
旗
の
下
に
」
を
合
言
葉
に

会
旗
を
制
定
し
ま
し
た
。
図
案
は
経

験
豊
か
な
会
員
に
依
頼
し
完
成
し
ま

し
た
。
②
６０
周
年
記
念
誌
を
発
行
し

ま
し
た
。
退
職
校
長
会
の
歩
み
と
会

員
の
交
流
を
目
的
と
し
た
投
稿
欄
、

親
し
み
の
あ
る
紙
面
を
め
ざ
し
発
行

し
ま
し
た
。
③
６０
周
年
記
念
祝
賀
会

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
７
波
感

染
者
急
増
の
た
め
や
む
な
く
中
止
と

し
ま
し
た
。

葛
飾
区
退
職
校
長
会
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
、
参
加
す
る
楽
し
み
を

よ
り
実
感
出
来
る
よ
う
な
会
の
運
営

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

一
九
四
五
年
の
終
戦
以
来
平
和
で

落
ち
着

い
た
生
活
を
営
ん
で
来
た
日

本
人
に
と

っ
て
行
動
制
限
を
求
め
ら

れ
る
今
回
の
感
染
症
は
大
き
な
試
練

と
波
紋
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中

に
あ

っ
て
見
え
て
き
た
課
題
は
、
国

民
の
道
徳
性
で
あ
り
、
自
ら
の
生
命

に
対
す
る
危
機
管
理
能
力
の
希
薄
さ

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
児
童
生
徒
た
ち
の
心
の
動

き
や
発
達
に
も
多
少
な
り
と
も
課
題

が
あ
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
更
に

戦
争
問
題
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
現
状
の
中
で
退
職
校
長
会

の
活
動
と
し
て
出
来
る
限
り
会
議
等

を
中
止
し
な

い
方
向
で
や

っ
て
来
ま

し
た
。
従
来
か
ら
あ
る
役
員

・
理
事

会
や
教
育
長
に
よ
る
市
教
育
行
政
に

関
す
る
講
演
、
美
術
館
等

へ
の
研
修

会
、
会
員
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
取
組
の
実
践
報
告
会
等
。
今
後

は
会
員
の
知
識

。
技
術
等
を
生
か
し

た
学
校
現
場

へ
の
支
援
を
模
索
中
。

コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る

府
中
支
部
の
活
動
に
つ
い
て

府
中
支
部
長
　
保
坂
　
日日代

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執 り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会 会員福利厚生の一環として

昭和51年 4月 より団体契約によるお葬式サービスを提供しております。

会員ご本人様はもとより、ご家族ご親戚の方々もご利用いただけます。

東 京 都 退 職 校 長 会 会 員の 皆 様 ヘ

365日 24時間いつでも迅速対応

雰蓼,0120-849-544

本社 :東京都杉並区上荻3-15-17 営業本部 :東京都練馬区北町5-18-153階  ■L03-3396-7231

κヽtt Lie性ルライフグルーコ
膠東京都民互助会接 探鈍雌

ホームベージ

蝠

億
直葬・家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります
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式
典
に
向
け
、
心
を

一
つ
に

記
念
特
別
事
業
委
員
会

委
員
長
　
草
野

一
紀

委
員
長
の
草
野

一
紀
で
す
。
こ
こ

に

一
言
、
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
委
員
会
は
他
の
委
員
会

を
支
え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
創
立
７０
周
年
記
念
事
業
全
体
の

予
算
の
道
筋
を

つ
け
る
こ
と
で
す
。

残
念
な
が
ら
６０
周
年
の
時
と
は
異
な

り
、
現
在
は
、
会
員
数
の
減
少
に
起

因
す
る
財
政
難
に
陥

っ
て
い
ま
す
。

式
典
運
営
や
記
念
誌
作
成
の
た
め
の

積
立
金
が
不
足
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
満
足
な
周
年
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。
何

と
か
切
り
詰
め
、
支
出
を
抑
え
、
形

だ
け
で
も
周
年
事
業
を
取
り
繕
う
と

い
う
選
択
肢
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
逆
境
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

心
に
残
る
周
年
行
事
を
行

い
、
本
会
、

東
京
都
退
職
校
長
会
の
存
在
意
義
を

現
場
の
校
長
先
生
方
に
示
し
て
い
く

こ
と
が
将
来
の
会
員
増
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
財
源
の
確
保
に
向
け
、
関
係

企
業

（団
体
）
か
ら
広
告
料
や
協
賛

金
を
募
る
取
組
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、

広
告
料
は
と
も
か
く
、
協
賛
金
に
つ

い
て
は
初
め
て
の
取
組
で
あ
り
、

い

く
ら
集
め
ら
れ
る
の
か
見
当
も

つ
か

な

い
状
況
で
す
。
委
員
会
と
し
て
周

年
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
会
員

の
皆
様
か
ら
も
協
賛
金
を
募
る
し
か

な
い
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
ま

た
、
財
源
の
不
足
を
補
う
と
い
う
目

的
だ
け
で
は
な
く
、
役
員
や
担
当
の

委
員
を
含
め
、
会
員
全
員
が
記
念
事

業
の
運
営
に
携
わ
り
、
た
と
え
式
典

に
参
加
で
き
な
い
場
合
で
も
、
み
ん

な
が
心
を

一
つ
に
し
て
、
東
京
の
教

育
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
強

い

意
志
を
持
ち
、
活
動
し
続
け
る
姿
勢

こ
そ
が
、
こ
の
周
年
事
業
を
成
功
さ

せ
る
唯

一
の
道
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
会
報
と
同
時
に
皆
様
の
お
手

元
に
協
賛
金
の
ご
協
力
に
つ
い
て
の

依
頼
文
が
届

い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら

の
ご
理
解

。
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
特
段

の
ご
支
援
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

（会
長
か
ら
の
特
別
報
告
）

令
和
３
年
９
月
の
記
念
特
別
事

業
委
員
会
の
発
足
以
来
、
委
員
長

（会
長
兼
務
）
を
補
佐
し
、
委
員

会
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
草
野

一
紀
副
委
員
長
が
、
７
月
８
日
付

で
委
員
長
職
に
就
き
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ご
理
解
と
共
に
、
絶
大
な
る
応
援

¨

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
¨

み
ん
な
で
祝
い
喜
び
含
え
る
式
典
を

記
念
式
典
委
員
会

委
員
長
　
宇
津
木
順

一

４
月
の
第
１
回
委
員
会
で
委
員
会

の
業
務
内
容
を
検
討
確
認
し
、
各
委

員
の
担
当
を
決
め
て
、
会
員
の
皆
様

全
員
で
祝
い
喜
び
合
え
る
式
典
を
目

指
し
て
、
委
員

一
同
精
力
的
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
主
な
活
動
は
、

①
式
典
の
内
容

・
進
行
計
画
の
検
討

②
式
典
で
の
配
布
資
料

（式
典
要

項
）
の
内
容

。
構
成
の
検
討
③
式
典

会
場
の
構
成
、
音
響

・
掲
示
物
等
の

計
画

・
準
備
④
式
典
会
場
の
座
席
と

来
賓

へ
の
案
内
、
会
員
の
出
席
案
内

数
の
検
討
⑤
追
悼
の
儀
の
内
容
と
６０

周
年
以
降
に
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
確

認

・
物
故
者
名
簿
作
成
⑥
功
労
会
員

の
範
囲
の
検
討

。
選
出
⑦
総
会
議
案

書
、
会
報
等
を
参
考
に

「
本
会
１０
年

の
歩
み
」
（６０
周
年
以
降
）
の
確
認

。

作
成
③
記
念
講
演
の
講
師
の
検
討

・

依
頼
等
で
す
。

な
お
、
式
典

へ
の
会
員
の
皆
様
の

参
加
に
つ
い
て
は
、
定
員
５
０
０
人

（席
）
の
会
場
で
す
が
コ
ロ
ナ
対
策

を
考
え
半
数
の
２
５
０
席
を
上
限
と

し
、
来
賓
等
の
出
席
を
考
え
役
員
を

含
め
て
の
会
員
の
席
は
２
１
０
席
と

し
ま
し
た
。
全
支
部
か
ら
の
参
加
を

基
本
に
支
部
の
会
員
数
に
応
じ
て
配

分
、
調
整
し
参
加
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「懐
古
と
前
進
」
を
テ
ー
マ
に

記
念
誌
作
成
委
員
会

委
員
長
　
伊
地
敦
子

記
念
誌
を

一
層
充
実
し
た
内
容
に

す
る
た
め

「
懐
古
と
前
進
」
の
テ
ー

マ
を
常
に
掲
げ
プ
ロ
ッ
ト
の
構
成
を

検
討
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
の
会
員
が
組
織
的
に
構
築
し

て
き
た
熱
意
浴
れ
る
姿
を
載
せ
ら
れ

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
が
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
強

力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
か
ら
で
す
。

会
の
主
体
と
な

っ
て
い
る
各
支
部

に
は
ご
寄
稿
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
支
部
長
会
に
て
お
知
ら

せ
し
た
通
り
で
す
。
ま
た
、
地
方
会

員
の
皆
様
に
は
地
方
な
ら
で
は
の
思

い
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

記
念
誌
委
員
会
で
は
、
６０
周
年
か

ら
７０
周
年
ま
で
、
本
会

の
１０
年

の
足

跡
を
辿

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
支

部
、
各
部
、
委
員
会
、
ク
ラ
ブ
、
会

則
改
正
や
会
員
増
強
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

等

の
特
別
委
員
会
を
構
成
し
、
具
体

的
に
運
営
を
支
え
て
く
だ
さ

つ
た
会

員
の
お
名
前
を
記
載
す
べ
く
資
料
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

皆
様

の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●

Ｏ

◆

ク

ラ

ブ

紹

介

◆

０

１

昭
和
４８
年
に
第
１
回
囲
碁
大
会
が

行
わ
れ
て
か
ら
、
５０
年
目
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
当
時
の
会
員
数
は
２７０

名
を
超
え
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、

現
在
は
４５
名
と
な
り
少

々
淋
し
く

思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た

ら
、
左
記
宛
に
ご

一
報
く
だ
さ
れ
ば

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

一
緒
に
囲
碁
を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

。
会
場
　
ナ
ー
ベ
ル
お
茶
の
水

。
大
会
　
年
２
回

（６
月
、
１１
月
）

。
会
費
　
１
，
０
０
０
円
程
度

（大

会
参
加
費
で
、
年
会
費
な
し
。
）

・
連
絡
先
　
佐
々
木

和
廣

８
０
９
０
‐
１
９
９
９
‐
９
０
４
７

〒
３５‐
１
００３‐
朝
霞
市
宮
戸
４
１
１２
１

２４

１

２０２

当
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
植
物
の
栽

培
、
育
成
に
関
わ
る
も
の
全
般
で
、

盆
栽

。
草
花

・
莱
園
作
業
…
…
と
多

岐
で
す
。

そ
れ
ら
の
見
学
会
や
研
修
会
で
す

が
、
季
節
の
花
木
を
求
め
て
植
物
園

や
公
園
を
巡
り
、
そ
こ
で
、
専
門
家

の
ご
指
導
を
頂

い
た
り
し
ま
す
。

春
、
秋
の
作
品
交
換
会
も
楽
し
い

ひ
と
時
で
す
。
各
自

の
作
品
を
紹
介

し
、
蘊
蓄
を
語

っ
た
後
交
換
し
合

い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
持
ち
込
む
作
品
が

無
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
何
か
新
し

い
作
品
を
貰

っ
て
ウ
キ
ウ
キ
と
帰
り

ま
す
。
こ
の
様
な
会
で
す
が
、
多
く
の
方

の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
会
は
左
記

ヘ

８
０
３
‐３
７
５
２
‐３
８
１
０

（天
野
）

。
撮
影
会
　
年
７
回

。
宿
泊
撮
影
会
　
年
１
回

・
作
品
展
　
年
２
回
　
大
泉
学
園

「
ゆ
め
り
あ
ホ
ー
ル
・ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

・
作
品
研
究
　
外
部
講
師
に
よ
る
講

評
　
自
評
会
　
作
品
研
究
会

。
写
真
記
録
集
　
写
真
展
出
品
作
品

を
冊
子
に
ま
と
め
る

。
写
真
集
　
９０
回
展
を
記
念
し
て
９

月
に
発
行

。
懇
親
会
　
作
品
展
初
日
、
宿
泊
撮

影
会
初
日
に
実
施

。
入
会
連
絡
先
　
甲
野
恵
美

８
０
３
‐３
２
６
８
‐７
４
７
６

０

９

０

‐
５

５

０

４

‐
１

２

７

６

〒
１６２
‐
噺
新
宿
区
市
谷
甲
良
町
２

当
ク
ラ
ブ
は
杉

並
区
立
松
ノ
木
中

学
校
と
な
り
の
松

ノ
木
テ
ニ
ス
コ
ー

卜
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
緑
豊
か
な

和
田
堀
公
園
の
端
に
位
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
森
林
浴
を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

教
職
員
時
代
に
ラ
ケ
ッ
ト
に
触
れ

た
こ
と
の
あ
る
方

々
に
は
、
ぜ
ひ

一

度
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
テ
ニ
ス
経
験
の
な
い
方
に

も
、
お
気
持
ち
の
あ
る
方
に
は
、
見

学
だ
け
で
も

い
ら
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸

い
で
す
。
予
備
の
ラ
ケ
ッ
ト
を

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
は
左
記

ヘ

８
０
９
０
‐
１
８
１
９
‐
６
４
２
３

（石
原
）

（今
年
度
　
活
動
は
休
止
）

第
七
波
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
休

ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
が
、
こ
の

状
況
が
改
善
さ
れ
次
第
、
始
め
た
い

―

´
０

コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
開
催
で
き
な

か

っ
た
作
品
展
を
三
月
末
か
ら
四
月

三
日
ま

で
新
宿
区
中
央
公
園

エ
コ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
第
二
十
九
回
作

品
展
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
会
員
数
九
名
、
八
月

を
除
く
月

一
回
、
豊
島
区
駒
込
地
域

文
化
創
造
館
に
て
水
墨
画
の
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
末
に
は
、
第
三
十

回
作
品
展
の
開
催
を
目
指
し
て
作
品

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

見
学
自
由
、
入
会
大
歓
迎
で
す
。
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囲
碁
ク
ラ
ブ
委
員
長

佐
々
木
和
廣

園
芸
ク
ラ
ブ
委
員
長
　
天
野
　
正
忠

写
真
ク
ラ
ブ
委
員
長
　
甲
野
　
恵
美

メ
ダ
カ
会

（短
歌
ク
ラ
ブ
）

委
員
長
　
岩
丼
　
昭
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と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
活
動

に
つ
い
て
、
要
項
を
述
べ
ま
す
。

・
毎
月
第
二
金
曜
日
午
後

一
時
半

。
都
退
職
校
長
会
事
務
室

・
短
歌
二
首
を
互
評
（感
想
を
談
合
）

。
会
費
月
千
円

（必
要
な
場
合
）

現
在
の
会
員
数
は
ご
く
少
数
で
後

期
高
齢
者
達
で
す
。
皆
さ
ん
遠
距
離

を
頑
張

っ
て
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
感
染
防
止
を
す
る
。
休

会
も

「
や
む
を
え
な
い
」
と
言
う
こ

と
に
な

っ
た
次
第
で
す
。

三
十

一
文
字
の
表
現
を
原
則
に
し

ま
す
。
内
容
は
自
由
で
す
が
、
人
権

無
視
や
事
実
歪
曲
は
し
な
い
。
表
現

の
内
容
の
工
夫
な
ど
の
作
歌
技
術
の

工
夫
向
上
に
努
め
て
お
り
、
会
員
自

身
の
立
場
や
生
活
は
尊
重
し
合

っ
て

お
り
ま
す
。

岩
井
８
０
４
２
２
‐３
２
‐
２
４
２
６

釣
リ
ク
ラ
ブ
委
員
長
　
町
田

。
釣
り
場
　
金
沢
八
景
、
江
ノ
島
、

下
田
、
浦
安

。
釣
り
物
　
シ
ロ
ギ
ス

・
ア
ジ

・
イ

サ
キ

。
ワ
ラ
サ

。
イ
ナ
ダ

。
タ
チ

ウ
オ

・
イ
シ
モ
チ
等

・
会
合
　
年
７
回
の
釣
り
例
会

。
特
別
会
　
年
２
回
の

一
泊
釣
り
会

・
釣
り
大
会
　
年
１
回
の
ア
ジ
釣
り

大
会

（表
彰
あ
り
）

。
懇
親
会
　
研
究
・懇
談
会

（２
月
）
、

新
入
会
員
歓
迎
釣
り
会

（
８
月

ニ
ジ

マ
ス
）

。
会
報
　
年
５
回
発
行

。
会
費
　
年
２
，
５
０
０
円

。
連
絡
先
　
町
田

静
隆

８
０
９
０
‐２
９
１
５
‐８
９
５
４(福利厚生部長 増田 稔)

保障が充実。 tN011
なのに ムヽダがない
アフラックの医療保険6

がん保険
医療保険

保有契約件数
―  令和元年版 イ ンシュアランス生命保険統計号

詢4世ξl静に1蹄 がアフラツクの保険に加入
_ _ _(詳細はホームベ■ジをご確認ください)

■
■
■
一
■
■
■
■
■

臨
繭
一園
量
圏
鰺
目
園饉
田

―

―
・
　
・

。
一
―

●
　
・
―

・・
錮
隕
爾
藝
蒟
目一回財
錮
躊
調
・‐―

●
　
●
・

■
■
■
■
■
■
■
■
■

ライフステージの変化に合わせて、

その時々で必要な保障を変えられるため、

ヽNEWノ

医 療 保 険

．●

●

″「″ne
〈募集代理店〉(アフラッ例よ代理店制度を採用しています) ◎商品の詳細は「バンフレット」「契約概要」などをご確認ください。

〈引受保険会社〉 「生きる」を創る。 アフラック

Aftthcヨ難忙襦西新宿2■ ,
三井住友トラスト0ライフパートナーズ株式会社
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高齢者叙勲受章会員 |

栄えのご受章お祝い申し上げます。

(敬称略 )

(令和4年 7月 25日 現在 本部に届けがあった方)

瑞宝双光章 (3名)  高橋  稔 (江戸川 )

長嶋 孝夫 (杉並) 菊池 健二 (江戸川 )

EVER

固蚕0120‐ 357‐212 3‐ 3233‐ 6754
〒101‐0054東京都千代田区神田錦町3‐ 11‐ 1

IVIR
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物

故

考

だ
ん
で
ご
雌
去
を
悼
み

ざ
冥
福
を
お
竹
り
や
ｔ
上
げ
ま
す

・
１
・
　

ヽ
口

　

　

百
只

年

月

日
　
支
部
名
　
御

鯛
　
締

氏
　
名

山
田
　
清
照

小
山
　
昌
治

小
谷
野
　
進

喜
多
山
参
男

徳
江
　
和
雄

荒
井
　
正
賢

中
溝
　
　
志

升
平
　
　
弘

岡
部
　
駒
橘

矢
沢
幸

一
朗

小
川
　
　
啓

小
林
　
由
衛

茂
呂
　
孝
造

依
田
　
守
雄

落
合
　
尚
男

吉
野
　
好
泰

浜
中
　
尚
治

坂
本
　
雄

一

4

3

11

2

2

18

`白

３
・１０
・２０
　
府

３
ｉ

・
１
　

墨

４
・３
角

　
　
北

４
・３
先

　
渋

４

・
３

・
２６

　

日

港
　
　
小

西
多
摩
　
小

足
　
立
　
小

新
　
宿

養
護

世
ＩＴＩ
谷
　
中

板
　
橋
　
小

北
多
い
西
部
　
Ｊ↑

千
葉
北
部
　
小

西
多
摩
　
小

杉
　
並
　
小

練
馬
（転
一　
中

4

4

17

４

・
４

・
２０

４

・
５

・
１５

４

・
５

・
１７

４

・
５

・
１８

４

・
５

・
２６

４

・
７

・
２‐

足

江
　
小

中
　
高

田
　
小

立
　
小

一　
　
中

谷
　
高

南
　
小

９６

　

５

８６

　

１

９５

　

２

(令和 4年 7月 25日 帰1出現在 )

（福
利
厚
生
部
長
　
増
田
　
稔
）

終
戦
後
七
十
年
過
ぎ
し
今

学
童
疎
開
の
辛
き
夢
見
る

科
織
り
を
今
に
伝
え
る
温
海
町

学
童
疎
開
の
湯
け
む
り
の
里

戦
火
か
ら
守
り
し
子
ら
の
集
団
疎
開

歴
史
は
重
く
明
日
に
語
り
き

千
葉
南
部
支
部
　
大
久
保
明
夫

一
斉
に
ワ
ー
ッ
と
喚
声
子
ら
入
る

川
の
緑
が
か
き
消
さ
れ
ゆ
く

子
ど
も
ら
の
素
足
を
打
ち
て
水
し
ぶ
く

緑
を
消
し
て
白
銀
に
輝
る

す
ん
な
り
と
伸
び
し
両
脚
前
に
出
し

リ

ュ
ッ
ク
か
か
え
て
女
児
ね
む
り

い
る

中
野
支
部
　
田
中
弘
志

―
追
悼
句
集
―

膝
く
づ
し
時
ゆ
る
や
か
に
新
茶
汲
む

新
緑
の
そ
の
影
乱
す
舟
の
波

竹
落
葉
雨
が
た
た
い
て
過
ぎ
に
け
り

海
に
向
く
十
字
墓
あ
り
風
薫
る

青
葉
濃
し
入
日
の
方
に
甲
斐
の
国

折
々
に
甲
斐
を
語
り
ぬ
桃
の
花

世
田
谷
支
部
　
小
林
由
衛

〔追
悼
の
辞
に
代
え
て
〕

寄
稿
予
定
の
筆
者
小
林
先
生
は
こ
の
五

月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
で
す
。
民

子
夫
人
か
ら
五
月
の
句
会

へ
の
欠
席
投
句

原
稿
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
六
句
を

選
び
追
悼
句
集
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。

最
後
の
二
句
の

「甲
斐
」
は
先
生
の
第

二
の
故
郷
で
す
。
お
父
様
の
実
家
の
あ
る

大
月
市
に
東
京
大
空
襲
後
疎
開
し
、
こ
の

地
で
中
学
、
高
校
と
青
春
の
日
々
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
六
句
目
の
旬
に

は
心
が
震
え
ま
す
。
こ
の
句
は
同
人
句
誌

『雪
解
』
六
月
号
に
選
集
句
と
し
て
掲
載

さ
れ
た
句
で
、
先
生
の
遺
稿
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の

『雪
解
』
五
月
号
の
随
筆
で
俳

句

へ
の
思
い
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を

書
い
て
い
ま
す
。

「
九
十
歳
を
迎
え
た
長

い
人
生
の
中
で

私
を
鍛
え
て
く
れ
た
甲
斐
と
富
士
山
、
心

に
豊
か
さ
の
処
方
箋
を
与
え
て
く
れ
た
俳

句
、
そ
し
て
多
く
の
人
と
の
出
会
い
に
感

謝
し
、
旧
交
を
温
め
、
更
に
、
新
た
な
出

会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
き
た
い
と
願

っ

て
い
る
。
」

先
生
の
俳
句
の
本
格
的
な
勉
強
は
退
職

後
の
こ
と
と
聞
き
ま
し
た
が
、
退
職
校
長

会
で
は
、
支
部
や
本
部
で
の
役
員
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
で
は
、
総
務

部
長
、
副
会
長
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。
こ
こ
に

改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
合
掌
。

（担
当
　
梅
津
　
通
郎
）

仕
事

が
ら
、
毎
月
勤
務
区
内

の

幼

・
小

。
中

。
義
務
教
育
学
校
の
た

よ
り
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

子
ど
も
の
何
気
な
い

一
言
や
小
さ

な
発
見
や
変
化
を
見

つ
け
て
の
た
よ

り
、
物
語
や
歌
詞
の

一
部
や
短
歌
な

ど
か
ら
書
き
出
し
内
容
を
深
め
て
い

く
た
よ
り
、
校
長
先
生
の
小
さ
い
こ

ろ
の
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
て
今
の
思

い
を

つ
づ
ら
れ
た
た
よ
り
、
得
意
の

デ
ツ
サ
ン
画
を
文
章
に
添
え
た
た
よ

り
な
ど

一
人

一
人
の
校
長
先
生
の
お

人
柄
が
に
じ
み
出
た
た
よ
り
で
、
毎

月
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

私
た
ち
退
職
校
長
会
会
報
も
、
会

員

の
皆
さ
ま

の
楽
し
み

の

一
つ
に

な

っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
今
２１６
号
も
多
く
の
方
々
の

協
力
の
も
と
、
内
容
の
充
実
し
た
記

事
が
満
載
と
な

っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
皆
さ
ま
と
お
会

い

す
る
こ
と
が
難
し
い
数
年
が
続

い
て

い
る
が
、
会
報
こ
そ
、
本
会
員
の
皆

さ
ま
の
心
と
心
を

つ
な
ぐ
大
切
な
架

け
橋
と
な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

会
報
を
通
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
さ
ら
に
深
め
、
今
後
の
活
動
を
よ

り

一
層
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
を

願

っ
て
い
る
。
　

（石
原
　
容
子
）

短

歌

ヾ瀧
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応
募

コ
ー
ナ
ー

似ト

句


